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の違いがあってもインピーダンス曲線には数 pF程度の差しか生 じないことを示 し､衝突周波数の導
出は困難であることを明らかにした｡また､プラズマ密度が低いと位相の変化が小さくなる傾向にあ
り､UHR周波数における位相の変化の自動検出に支障が出る可能性があることを示した｡
本論文では､以上の電離圏構造及びインピーダンスプローブの特性の究明に加えて､2011年度に計画さ
れているS-520-26号機､S-310-40号機実験に向けてインピーダンスプローブの機器開発 ･改良を行った.
FPGAを用いたデジタル化を実現 し､小型化軽量化､柔軟性向上､位相成分の計測や共振点の自動検出に
向けた機器性能 ･利便性向上を実現 した｡
インピーダンスプローブを用いた電離圏電子密度構造の観測は50年に及ぶ歴史を持っが､本論文は､先
行研究で得られた知見や機器性能をさらに前進させたものである｡著者は､観測ロケット実験や室内実験
により得られた機器特性及び電離圏データの解析を実施し､そして2011年度実施予定のロケット実験に向
けた機器開発 ･改良を行うことにより､世界に先駆けて関係研究者から評価される優れた研究成果を挙げ
た｡論文 ･プレゼンテーションの内容は､背景となる物理の理解や結論等､水準に達するもので､著者が
自立 して研究活動を行うに必要な高度の研究能力と学識を有することを示 している｡以上の理由により､
鈴木朋憲提出の博士論文は､博士 (理学)の学位論文として合格と認める｡
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